
12

る
方
は
、
毎
年
（
１
回
）、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請
書
お

よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
場
合
、
引
き
続
き
医
療
費

の
助
成
や
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
申

請
書
な
ど
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

●

受
付
期
間　

▽
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費　

７
月
16
日
㈬
〜
31
日
㈭

▽
児
童
扶
養
手
当　

８
月
１
日
㈮

〜
29
日
㈮　

※
と
も
に
平
日
の
み

●

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁

舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３
１
／
各

庁
舎
教
育
振
興
課　

表
郷
☎
32
４

７
８
２　

大
信
☎
46
３
９
７
５
東

☎
34
３
１
４
６

●

日
時　

７
月
26
日
㈯
／
午
前
11

時
〜
午
後
9
時

●

会
場　

大
信
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場
（
大
信
増
見
）

●

内
容　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
、

盆
踊
り
大
会
、
花
火
大
会
な
ど

問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
信
庁
舎
事
業
課
内
）
☎
46
３

９
７
３

業
（
美
術
展
、
音
楽
会
、
演
劇
な

ど
の
公
演
や
文
芸
誌
出
版
な
ど
）

②
発
表
会
や
公
的
機
関
か
ら
招
へ

い
さ
れ
て
参
加
す
る
事
業　

※
ほ
か
の
助
成
内
容
に
つ
い
て
は
、

県
文
化
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
（
県

外
在
住
の
県
出
身
者
も
含
む
）
ま

た
は
団
体

●
受
付
期
限　

７
月
31
日
㈭
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
お
よ
び

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
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募
集

【
平
成
27
年
度
採
用
】

●
職
種
・
採
用
人
員　

消
防
吏
員

４
人
程
度

●
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

●
試
験
科
目　

▽
第
一
次
試
験
＝

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査

●
第
一
次
試
験
の
日
時
お
よ
び
会

場　

９
月
21
日
㈰
／
午
前
９
時
か

ら
／
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

●
期
間　

７
月
19
日
㈯
〜
８
月
24

日
㈰

●
時
間　

①
午
前
９
時
〜
11
時　

②
正
午
〜
午
後
２
時　

③
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
東こ

ち風
の
台

運
動
公
園
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
／
①

午
前
９
時
〜
正
午　

②
午
後
１
時

〜
４
時
）

《
総
合
運
動
公
園
市
民
プ
ー
ル
》

●
料
金　

▽
大
人　

１
０
０
円　

▽
高
校
生　

50
円　

▽
小
・
中
学

生　

20
円

問
中
央
体
育
館
☎
㉒
８
９
７
１

《
表
郷
小
学
校
プ
ー
ル
》

●
料
金　

▽
大
人　

１
０
０
円

▽
中
学
生
・
高
校
生　

50
円

問
表
郷
教
育
振
興
課
☎
32
４
７
８
２

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館白

河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
消
防
吏
員
採
用
試
験

戸
田
橋
花
火
大
会
観
覧

バ
ス
ツ
ア
ー

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

案
内

ま
ち
な
か
空
き
店
舗
見
学
ツ
ア
ー

ン
タ
ー
（
中
田
）

●
申
込
期
間　

７
月
16
日
㈬
〜
８

月
15
日
㈮

●
提
出
先　

白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
消
防
本
部
総
務
課
（
立
石
山
）

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
８
月

13
日
㈬
ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

申
込
書
は
、
同
消
防
本
部
、
各
消

防
署
・
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問
同
消
防
本
部
総
務
課
☎
㉒
２
１

6
８

　

中
心
市
街
地
で
お
店
を
始
め
て

み
た
い
方
を
対
象
に
、
空
き
店
舗

見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
26
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

●
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前

●
参
加
料　

無
料

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
４

●

日
時　

８
月
２
日
㈯
／
午
後
１

時
大
信
庁
舎
発　

●

会
場　

埼
玉
県
戸
田
市
荒
川

●

参
加
料　

▽
一
般　

４
、
０
０

０
円　

▽
高
校
生
以
下　

２
、
５
０

《平成27年度採用（平成27年４月１日以降）》
【①大学卒程度　後期試験】
●職種・採用予定人員
　行政事務　３人程度
●資格　昭和55年４月２日から平成５年４月１

日までに生まれた方（学歴不問）。
●第一次試験日　８月24日㈰
●申込受付期間　７月４日㈮～25日㈮　
【②高校卒程度】
●職種・採用予定人員
　行政事務　２人程度
●資格　平成５年４月２日から平成９年４月１

日までに生まれた方（学歴不問）。
●第一次試験日　９月21日㈰
●申込受付期間　８月１日㈮～22日㈮　※申込

　　　　用紙は７月28日㈪から配布し
　　　　ます。

【③資格免許職】
●職種・採用予定人員
　幼稚園教諭および保育士　５人程度
●資格　昭和60年４月２日以降に生まれた方で、

幼稚園教諭免許および保育士資格を有す
る方または平成27年３月末日までに同
免許および資格を取得する見込みの方。

●第一次試験日・申込受付期間
　②高校卒程度と同じ
【その他】
※複数の職種を重複して申し込むことはできま
せん。

※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課、
各庁舎地域振興課で配布します。また、市ホ
ームページからもダウンロード可能です。

※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に
実施します（日時および場所は別途通知しま
す）。
問本庁舎総務課　内2316

市職員採用試験 市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

臨
時
納
税
窓
口
開
設

第
２
期
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業

ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り

in
白
河
た
い
し
ん

７月16日㈬～25日㈮
《運動のスローガン》
　無事帰る　ベルトに託す　その思い
《運動の基本》　
　子どもと高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
①すべての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
②飲酒運転や速度超過など悪質・危険
な運転の根絶

　③自転車の安全利用の推進
 問本庁舎生活環境課　内2162

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請

書
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

《
大
信
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
》

●
料
金　

▽
大
人　

１
０
０
円

▽
高
校
生　

50
円　

▽
小
・
中
学

生　

20
円

問
大
信
教
育
振
興
課
☎
46
３
９
７
６

《
東
風
の
台
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
》

●
料
金　

▽
中
学
生
以
上　

１
０

０
円　

▽
小
学
生　

50
円

問
東
教
育
振
興
課
☎
34
３
１
４
６

　

県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
８
月
１
日
㈮
か
ら
11
月
30
日

㈰
ま
で
に
行
う
次
の
事
業
に
対
し
、

助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
事
業　

①
広
く
県
民
に
公

開
す
る
文
化
活
動
の
成
果
発
表
事

０
円
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

●

定
員　

市
民
80
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮
ま
で

※
現
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
信
庁
舎
地
域
振
興
課
☎
46
２
１

１
１

　

結
婚
を
望
む
男
性
・
女
性
の
た

め
の
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

●
日
時　

８
月
17
日
㈰
／
午
後
１

時
〜
５
時

●
会
場　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

●
参
加
料　

男
性
４
、
０
０
０
円

・
女
性
２
、
０
０
０
円

●
募
集
人
数　

８
月
17
日
現
在
、

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
ま
で
の
男
女

各
30
人
（
男
性
は
本
市
ま
た
は
西

白
河
郡
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
受
付
期
限　

７
月
25
日
㈮

ま
で
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

※
参
加
者
を
対
象
に
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　

内
２
２

５
７
／
Ｅ
メ
ー
ルchiiki@

city.

shirakaw
a.fukushim

a.jp

／

各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表
郷
☎
32

２
１
１
１　

大
信
☎
46
２
１
１
１

東
☎
34
２
１
１
１

　

臨
時
の
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ま
た
、
特
別
な
事
情
で
納
期

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

納
税
相
談
も
行
い
ま
す
（
納
付
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

●
日
時　

７
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
）

●
会
場　

本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

問
本
庁
舎
収
税
課　

内
２
１
３
３ 



34

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

７
月
26
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

●

定
員　

50
人　

※
先
着
順

●

会
場　

泉
崎
国
際
サ
イ
ク
ル
ス

タ
ジ
ア
ム
（
泉
崎
村
大
字
泉
崎
）

●

参
加
料　

３
０
０
円

●

申
込
方
法　

ジ
ロ
デ
シ
ラ
カ
ワ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.

giro-d-shirakaw
a.jp

●

日
に
ち　

７
月
26
日
㈯
・
27
日

㈰

●

会
場　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年

自
然
の
家
（
西
郷
村
大
字
真
船
）

●

対
象　

小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
男
女

●

定
員　

60
人　

※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

●

参
加
料　

５
、
０
０
０
円

●

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

FAX
㉓
５
９
６
６
／
Ｅ
メ
ー
ルjcin

fo@
jc166.jp

●
申
込
期
限　

７
月
10
日
㈭

問
（
公
社
）
白
河
青
年
会
議
所
☎

㉒
８
２
８
９
（
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）

《
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ　

案か

か

し

山
子
》

●
日
時　

７
月
13
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）
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案
内

23

ま
ち
か
ど
伝
言
板

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

自
転
車
競
技　

魅
力
発
見

「
風
を
感
じ
よ
う
！
」

立
教
志
塾
講
演
会

全
力
少
年
キ
ャ
ン
プ

※介護分は、40歳以上65歳未満の方がいる世帯に課
　税されます。

国民健康保険税の税率が決定しました
　平成26年度の国保税率は、昨年度の率を据え置きます。

《課税限度額》

区 　 分 医　療　分 後期高齢者
支援金等分 介　護　分

均　等　割 23,000円 5,400円 10,000円
平　等　割  27,300円 6,700円   2,000円
所　得　割     8.17％   1.83％     2.50％
資　産　割  19.92％   5.08％           －

　国保税額には、課税限度額が設定されています。次
の金額を超えて課税されることはありません。
医　療　分 後期高齢者

支援金等分 介　護　分 合　　　計

51万円 16万円 14万円 81万円
●問い合わせ先
◇税額など　本庁舎課税課　内2129
◇納付方法など　本庁舎収税課　内2125
◇国保の加入、脱退など　本庁舎国保年金課　内2172
◇各庁舎の窓口
　▷税額・減免・納付方法┉各庁舎地域振興課　
　　表郷☎322112　大信☎462113　東☎342112
　▷国保の加入、脱退や給付┉各庁舎地域振興課
　　表郷☎322113　大信☎463974　東☎342116

「
平
和
の
鐘
（
か
ね
・
お
と
）

を
鳴
ら
そ
う
！
」
運
動

「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例等の骨
子（案）」パブリックコメント
　平成27年４月から施行を予定している「特定
教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例等の骨子（案）」につい
て、市民の皆さんからの意見を募集します。
●募集期限　７月31日㈭まで
※応募方法などは、市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。
問本庁舎こども課　内2737／各庁舎教育振興課
表郷☎324782　大信☎463975　東☎343146

介
護
保
険
料
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
生
活
困
窮

に
よ
り
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
を
受
け
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

●

対
象　

保
険
料
が
第
３
段
階

（
年
額
4
万
５
、
9
０
０
円
）
で
、

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

は
、
第
２
段
階
の
保
険
料
相
当
額

（
年
額
3
万
6
０
０
円
）
に
減
額

し
ま
す
。

●

要
件　

①
世
帯
（
２
人
世
帯
）

で
、
前
年
１
年
間
の
収
入
の
合
計

が
１
２
０
万
円
（
60
万
円
）
以
下

で
あ
る
こ
と　

※
60
万
円
以
下
の

場
合
は
、
第
２
段
階
の
半
額
の
保

険
料
相
当
額
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

②
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と　

③
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
こ
と

④
資
産
、
預
貯
金
な
ど
を
活
用
し

て
も
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状
態

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

●

申
請
期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
31

日
㈭

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７

２
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表

郷
☎
32
２
１
１
４　

大
信
☎
46
２

１
１
４　

東
☎
34
２
１
１
６

　

ユ
ネ
ス
コ
は
、
戦
争
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め
、
人
の
心
の
中

に
平
和
の
砦と

り
で

を
築
こ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
平
和
を
祈
り
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

市
内
の
お
寺
で
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●

日
時

７
月
19
日
㈯
／
正
午

問
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
本
庁
舎
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
内
２
３
８
２

●
申
込
期
限　

７
月
20
日
㈰

問
白
河
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務

局
☎
㉓
３
１
０
１

●

日
時　

7
月
23
日
㈬
／
午
後
6

時
〜
７
時
30
分

●

会
場　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

●

内
容　
▽
講
演　

白
河
の
こ
れ

か
ら
の
あ
り
方　
▽
講
師　

㈱
地

域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
代
表
取

締
役
社
長
・
㈱
東
邦
銀
行
相
談
役

瀬せ

や谷
俊と

し
お雄
氏

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
お
天
道
様
の
恵
み
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

「
天
道
念
仏
」
と
い
わ
れ
る
踊
り
が
、
関
東
を

中
心
に
本
県
南
部
に
広
く
み
ら
れ
る
。
今
は
す

た
れ
、
辛
う
じ
て
白
河
の
関
辺
、
西
郷
の
上
羽
太

等
に
残
っ
て
い
る
。「
さ
ん
じ
も
さ
踊
」
は
関
辺

の
郷
渡
に
長
ら
く
伝
わ
る
。
太
陽
を
敬
い
、
虫
送

り
の
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
集
落
の

北
側
に
小
高
い
山
が
あ
り
、
急
な
石
段
を
昇
る
と

八
幡
神
社
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
毎
年
７
月
の
第

一
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。「
さ
ん
じ
も
さ
」
と
は
、

山さ
ん
じ
ん神
様
が
な
ま
っ
た
も
の
。

　

境
内
の
中
心
に
お
棚
と
称
す
る
櫓や

ぐ
ら

状
の
祭
壇

を
つ
く
り
、
そ
の
周
り
を
扇
子
を
持
っ
た
踊
り
手

が
太
鼓
に
合
わ
せ
踊
る
。「
稲
の
実
り
に
邪
魔
す

る
蝗い

な
ご
む
し虫
よ　

サ
ン
ジ
モ
サ
ー　

シ
チ
ャ
ラ
コ　

チ
ャ
ッ
チ
ャ
」
と
膝ひ

ざ

の
バ
ネ
を
き
か
し
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
踊
る
。
一
休
み
し
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き

の
念
仏
踊
り
が
続
く
。
最
後
に
お
棚
を
引
き
抜

き
、
二
人
が
向
き
合
い
見
事
な
太
鼓
の
曲
打
ち
を

演
じ
る
。
し
ま
い
に
、
神
社
総
代
や
若
人
頭
を
胴

上
げ
す
る
。
私
も
空
中
に
舞
い
肝
を
冷
や
し
た
。

　

疫
病
を
退
散
さ
せ
、
豊
作
を
願
う
祭
礼
と
し
て

続
い
て
い
る
の
が
牛ご

ず頭
天
王
祭
。
毎
年
６
月
中

旬
、
表
郷
河
東
田
の
八
坂
神
社
で
行
わ
れ
る
。
境

内
に
近
づ
く
と
、
若
衆
の
つ
く
る
焼
き
ト
リ
や
焼

き
ソ
バ
の
い
い
匂
い
が
し
た
。
宵よ

い
ま
つ
り祭
の
時
に
あ

わ
せ
、
み
る
み
る
う
ち
に
子
ど
も
が
増
え
、
金
魚

す
く
い
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
と

は
、
イ
ン
ド
発
祥
の
防
疫
神
を
い
う
。
平
安
時
代

に
京
都
の
祇
園
社
（
今
の
八
坂
神
社
）
に
祀ま

つ

ら

れ
、
全
国
的
な
祇
園
信
仰
と
な
る
。
京
都
祇
園
祭

も
疫
病
の
厄
を
祓は

ら

う
行
事
と
い
わ
れ
る
。

　

祭
り
で
は
、
祭
壇
に
キ
ュ
ウ
リ
を
備
え
る
。
祇

園
の
神か

も

ん紋
の
形
が
、
キ
ュ
ウ
リ
の
切
り
口
に
似
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
達
者
な
太
鼓

芸
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
近
隣
か
ら

　

い
つ
も
よ
り
早
く
梅
雨
を
迎
え
た
。
農
作
物

に
欠
か
せ
な
い
雨
は
、
災
い
も
も
た
ら
す
。
近

頃
の
気
象
は
異
様
だ
。
一
度
に
降
る
量
は
尋
常

で
な
く
、「
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
す
」
よ
う
な

雨
は
珍
し
く
な
い
。
暑
さ
も
同
様
。
埼
玉
県
熊

谷
市
・
行
田
市
な
ど
の
暑
さ
は
耐
え
が
た
い
と

い
う
。
こ
こ
数
年
白
河
も
格
段
に
暑
く
な
っ
た
。

ま
た
今
年
は
か
つ
て
な
い
大
雪
に
も
苦
し
め
ら

れ
た
。
群
馬
・
山
梨
で
は
孤
立
者
が
出
る
な
ど

県
全
域
で
生
活
が
麻ま

ひ痺
し
た
。
地
球
規
模
で
も

洪
水
、
ひ
で
り
、
寒
波
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

弥
生
の
昔
か
ら
、
日
本
は
米
を
つ
く
っ
て
き

た
。
米
は
生
命
の
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
米
づ
く

り
を
通
し
て
集
落
が
形
成
さ
れ
、
和
を
も
っ
て
人

の
関
係
を
結
び
、
自
然
へ
の
畏い

け

い敬
と
共
生
を
育
ん

だ
。
こ
こ
か
ら
習
俗
・
芸
能
が
生
ま
れ
、
ひ
い
て

は
「
日
本
人
」
の
も
の
の
考
え
方
が
で
き
あ
が
っ

た
。
太
陽
を
天て

ん
と
う道
と
も
い
う
。
お
天
道
様
が
正

常
に
回
ら
な
い
と
飢
饉
に
な
る
。
そ
こ
で
神
道

と
仏
教
が
習
合
し
た
形
の
祈
り
が
出
て
く
る
。

　

私
た
ち
の
祖
先
は
日
照
り
や
冷
夏
に
な
ら
な

い
よ
う
、
害
虫
が
の
さ
ば
ら
な
い
よ
う
、
ひ
た
す

ら
願
っ
た
。
早
苗
が
緑
の
絨じ

ゅ
う
た
ん緞
の
よ
う
に
水
田

を
お
お
う
頃
、
田
植
え
を
終
え
た
喜
び
と
、
田
の

神
へ
の
感
謝
を
こ
め
、
早さ

な

ぶ

り

苗
饗
が
行
わ
れ
る
。
ほ

ど
な
く
湿
気
に
包
ま
れ
、
虫
が
這は

い
出
る
頃
と
な

る
。
天
道
様
が
軌
道
を
は
ず
れ
な
い
よ
う
、
稲
虫

を
追
い
払
い
、
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
る
祭
り
は
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

多
く
の
青
年
が
集
ま
り
、
盛
大
な
太
鼓
の
競
演
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
区
に
は
、
伝
統

行
事
が
引
き
継
が
れ
、
集
落
の
活
力
を
感
じ
る
。

　

「
講
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
同
じ
信

仰
を
持
つ
人
の
結
社
や
、
広
く
行
事
や
会
合
の
こ

と
を
い
う
。
有
名
な
神
社
・
寺
院
を
参
拝
す
る

た
め
の
講
も
あ
る
。
講
か
ら
数
人
が
代
表
し
参

拝
す
る
「
代
参
」
が
一
般
的
で
、「
熊
野
講
」
は
そ

の
代
表
的
な
も
の
。
夏
土
用
の
頃
、
神
社
で
餅
を

つ
く
。
あ
ん
こ
・
き
な
こ
・
納
豆
と
好
み
の
餅

を
集
落
全
員
で
食
べ
、
話
に
興
じ
る
。
熊
野
に
詣

で
お
札
を
も
ら
い
、
村
に
戻
る
の
が
丁
度
土
用
の

頃
と
な
り
、
代
参
人
の
慰
労
を
か
ね
て
い
た
と
い

う
伝
承
が
あ
る
。
野
山
に
命
み
な
ぎ
る
時
は
病

虫
も
う
ご
め
く
。
逆
に
、
人
は
弱
る
。
餅
を
食
べ

て
元
気
を
つ
け
、
疫
病
や
災
厄
が
入
ら
な
い
よ
う

祈
願
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

子
ど
も
の
誕
生
や
成
長
を
祈
る
「
子
安
講
」
と

い
う
行
事
が
あ
る
。
大
和
田
で
は
、
２
月
と
９
月

に
、
長
寿
会
の
婦
人
と
若
い
婦
人
が
子
安
観
音
堂

に
集
ま
り
、
数
珠
を
繰
り
鉦し

ょ
う

を
た
た
き
念
仏
を
唱

え
る
。
こ
の
４
月
、
表
郷
小
松
北
ノ
内
地
蔵
堂
の

地
蔵
菩
薩
像
が
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
最

近
ま
で
安
産
を
願
い
、
叶
え
ば
よ
だ
れ
掛
け
を
奉

納
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。

　

見
学
に
行
っ
た
ら
、
婦
人
が
６
人
ほ
ど
集
ま
っ

て
い
た
。
子
安
様
を
長
く
拝
ん
で
き
た
が
、
頭
巾

を
し
、
掛
け
も
の
を
首
に
掛
け
た
姿
し
か
見
て
い

な
い
と
い
う
。
頭
や
首
の
も
の
を
取
っ
て
み
る

と
、
７
０
０
年
昔
の
作
と
思
え
な
い
、
若
々
し
く

上
品
な
顔
立
ち
の
お
地
蔵
様
が
現
れ
た
。
見
つ

め
る
目
は
う
っ
と
り
し
て
い
た
。
乳ち

の

み

ご

呑
子
を
抱

き
、
地
蔵
菩
薩
様
に
感
謝
し
、
楽
し
く
語
ら
っ
た

若
妻
の
昔
を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。


